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去る7月27日遠賀町中央公民館で開催された老人大学紙座の熱心な聴講生

9月のこよみ

軍書
人のうこき（籍鶴曇基）

人　　口　10，019人　（＋11）

男　　　　4，786　　（－1）

女　　　　5i233　　（＋12）

肥語数　　2．694戸　（＋4）

（）内は前月比

－
九
月
十
五
日
は
敬
老
の
日
で
す

ー
　
　
　
い
つ
ま
で
も
お
一
匹
気
で

叫
主
催
に
よ
る
恒
例
の
敬
老
会
が

今
年
も
敬
老
の
日
に
、
当
的
六
八
有

名
の
お
と
し
よ
り
（
明
治
3
7
年
1
2
月

3
1
日
以
面
の
出
生
者
）
　
の
み
な
さ
ん

の
良
人
を
祝
福
し
、
長
年
の
こ
浩
労

に
対
し
て
感
細
の
念
を
衰
す
る
た
め

運
航
中
幸
枝
体
育
館
で
闘
耀
さ
れ
ま

す。

ハ
ー
ブ
以
l
の
九
一
五
五
名
に
県

知
事
か
ら
、
又
本
間
の
最
高
令
名
－

別
府
一
品
掠
タ
ミ
さ
ん
（
5
0
才
）
と
今

年
め
で
た
く
八
十
八
才
の
米
寿
を
迎

え
ら
れ
た
－
名
の
万
に
記
念
品
が
贈

ら
れ
ま
す
。

お
と
し
よ
り
の
み
な
さ
ん
か
い
つ

ま
で
も
お
几
気
で
お
週
こ
し
！
、
だ
さ

る
よ
う
祈
念
し
ま
す
。

一
日
一
円
の
交
通
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
〃

こ
の
制
度
は
不
評
に
し
て
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
カ
の
急
場
を
し
の
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
皆
さ
ん

が
佃
か
な
掛
金
を
出
し
あ
い
交
通
事

故
に
あ
わ
れ
た
方
々
の
お
役
に
立
て

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

現
在
継
続
加
入
と
新
規
申
込
の
受

付
中
で
す
。

日
も
卑
く
家
族
′
、
る
み
加
入
く

だ
さ
い
。

わ
聞
合
せ
は
役
場
庶
務
課
へ
。

－
　
　
ロ
　
ー
五
枚

十
　
日
　
目
　
敬
老
の
目

名
人
福
祉
週
間

－
〓
　
航
空
の
日
、
彼
…
I
I
入
り

一
十
一
日
　
秋
分
の
［

二
十
匹
同
　
館
核
予
防
週
間

幼
児
と
老
人
を
ま
も
る

9
月
2
1
日
～
釦
白

秋
の
交
通
安
全
運
動
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農
地
改
革
に
よ
り
駁
得

さ
れ
た
農
地
の
登
記
に

つ
い
て

農
地
改
坤
に
ょ
り
取
得
さ
れ
た
点
間

（
接
地
開
拓
出
し
は
正
し
く
あ
な
た
に

登
記
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

も
う
一
度
登
記
簿
を
見
ま
し
ょ
う

昭
和
五
十
三
年
一
月
一
口
以
降
こ
れ

ら
の
叢
記
に
は
叢
録
先
帝
税
が
か
か
り

ます。登
録
も
れ
や
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、

い
ま
す
ぐ
遠
賀
町
能
薬
黍
宙
会
へ
鷲
録

状
況
調
査
票
を
提
博
し
て
く
だ
さ
い
。

（
測
譲
葉
の
配
布
を
受
け
て
い
な
い
方

は
農
薬
委
員
会
に
あ
り
ま
す
。
）

農
地
改
革
に
よ
り
買
受

け
た
農
地
の
登
記
済
権

利
書
の
受
領
に
つ
い
て

こ
の
叢
紀
済
磁
利
雄
を
受
領
さ
れ
て

な
い
方
が
多
数
あ
り
ま
す
か
ら
、
左
記

の
と
お
り
交
付
し
ま
す
の
で
早
急
に
受

領
さ
れ
ま
す
よ
う
通
知
し
ま
す
。

1
　
交
付
期
間

九
月
十
日
か
ら
九
月
二
十
九
日
ま
で

2
　
交
付
場
所

役
場
産
業
課
農
薬
委
員
余
部
務
局

3
　
持
参
す
る
も
の

即
か
ん
な
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
）

な
お
、
譲
当
者
に
は
個
人
宛
に
通
知

し
ま
す
の
で
お
忘
れ
な
く
期
間
中
に
受

領
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中
に
受
領
さ
れ
な
い
と
き
は
、

今
後
は
保
腎
の
貢
任
を
魚
い
か
れ
ま
す

こ
と
を
念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。

カ
ド
ミ
ュ
ー
ム
公
害

に
つ
い
て

中
間
市
に
あ
る
一
．
基
珪
榔
（
ホ
ー
ロ

ー
）
㈱
九
州
工
場
か
ら
排
出
さ
れ
た
工

場
汚
水
に
よ
る
カ
ド
、
、
、
ユ
ー
ム
汚
染
に

つ
い
て
は
、
か
ね
て
か
ら
町
民
の
皆
様

に
は
こ
心
配
を
か
け
て
い
ま
す
が
、
昨

年
十
一
月
工
場
排
水
の
停
止
指
宿
を
し

て
か
ら
水
質
薮
び
に
土
域
の
分
析
調
査

を
い
た
し
ま
し
た
結
果
、
水
稲
栽
培
に

は
形
轡
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
な

お
現
在
県
に
依
頼
し
て
水
田
土
壌
と
今

生
の
稲
を
広
範
囲
に
調
査
中
で
あ
り
ま

す
の
で
、
こ
の
結
果
に
も
と
づ
い
て
農

家
の
方
々
に
は
ご
心
配
を
か
け
な
い

よ
う
な
対
策
を
た
て
る
考
え
で
お
り
ま

道
路
工
事
の
お
知
ら
せ

防
衛
庁
補
助
雄
栄
と
し
て
新
町
、
遠

賀
川
区
内
の
町
道
の
一
部
の
舗
装
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
工
部
は
片
側
通
行

止
め
に
て
施
行
し
ま
す
が
、
所
に
よ

っ
て
は
通
路
幅
貝
等
の
関
係
で
止
む
を

得
ず
全
面
通
行
止
め
も
行
な
い
ま
す
。

特
に
関
係
地
区
の
力
に
は
大
変
こ
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、
な
に
と
ぞ
こ
了

承
の
う
え
こ
協
力
を
お
願
い
ゝ
た
し
ま

す。－
事
期
間
　
8
月
2
7
日
か
ら
幼
年
1
月

1
3
日
ま
で

施
行
業
者
　
日
本
舗
道
株
式
会
社

「
譲
渡
所
得
税
」
説
明
会

の
ご
案
内
に
つ
い
て

最
近
、
北
九
州
都
市
圏
域
を
中
心
と

す
る
一
連
の
宅
地
高
畑
の
増
大
に
と
も

な
い
、
印
肉
の
土
地
山
師
は
こ
こ
一
～

二
幻
の
間
急
激
な
変
化
を
き
た
し
、
上

地
の
読
縄
が
各
地
で
行
わ
れ
て
い
る
実

状
で
あ
り
ま
す
が
、
一
万
、
土
地
の
売

質
と
関
連
し
税
描
霞
に
つ
い
て
は
深
い

関
心
塙
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

遠
賀
町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ
れ

ら
税
の
適
正
化
と
税
知
識
の
泌
及
啓
発

を
目
的
と
し
て
、
左
記
の
と
お
り
誰
渡

所
得
税
の
説
明
会
を
闘
倣
い
た
し
ま
す

の
で
、
関
係
者
は
も
と
よ
り
、
町
民
合

板
の
ご
出
席
を
お
願
い
し
ま
す
。

誰

一
、
日
時
　
九
月
十
八
日
（
火
脚
日
）

午
後
二
時
か
ら
四
時
迄

二
、
場
所
　
違
質
町
公
民
館
別
館

町
民
ホ
ー
ル

三
∴
灘
的

若
松
税
務
競
技
　
　
松
元
　
二
郎

福
岡
国
税
局
調
諸
富
中
里
∴
∴
髄

〃　　　　　佐藤賢二郎

登
録
印
か
ん
（
実
印
）

の
提
示
に
つ
い
て

七
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ

う
に
、
昭
和
4
7
年
7
月
3
1
日
ま
で
に
印

鑑
登
録
を
し
た
方
で
、
4
7
年
8
月
1
日

以
降
、
印
鑑
駈
明
書
を
積
求
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
方
及
び
、
登
録
印
か
ん
を
提

示
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
方
は
、
で
き
る

だ
け
早
め
に
「
発
鍍
印
か
ん
（
実
印
）
」

を
住
民
係
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

（
幽
愁
事
項
）

O
「
澄
鎌
田
か
ん
」
が
、
き
損
、
ま
滅

し
て
い
る
場
合
は
、
改
印
の
手
続
を

し
て
く
だ
さ
い
。

福
岡
県
農
業
及
び
生
活
改

良
普
及
員
資
格
試
験
の
実

施
に
つ
い
て

こ
の
受
験
申
込
み
の
受
付
期
限
は
、

集
る
1
0
月
1
日
ま
で
で
す
か
ら
、
受
験

希
望
者
は
9
月
2
5
日
ま
で
に
役
場
薩
策

謀
振
興
係
に
屯
接
お
討
ね
く
だ
さ
い
。

町
民
の
夕
べ
の
つ
と
い
盆

踊
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た

髄
例
の
盆
踊
り
大
会
当
日
の
朝
方
は

雨
の
た
め
そ
の
決
行
か
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
午
後
は
す
っ
か
り
晴
れ
上
が
り

予
定
ど
お
り
八
月
十
九
円
午
後
七
時
か

ら
役
場
製
広
場
で
捌
倣
さ
れ
ま
し
た
。

庁
舎
屋
上
に
は
ア
ド
パ
ー
ル
ン
が
揚

げ
ら
れ
、
又
夕
暮
せ
ま
ろ
朗
に
は
苗
懐

し
い
夜
店
が
「
教
師
も
立
ち
並
び
、
こ

の
夕
べ
の
つ
と
い
の
雰
囲
気
も
一
周
擁

り
上
が
り
、
各
部
落
か
ら
は
多
数
の
参

加
者
、
観
客
が
集
ま
り
ほ
ん
と
に
楽
し

い
夕
べ
の
ひ
と
と
き
を
み
な
さ
ん
過
さ

れ
た
よ
う
で
す
。

な
お
、
盆
踊
り
大
会
の
頗
極
は
次
の

と
お
り
で
す
。

1
鬼
　
洋
　
　
三
原
質

2
旧
　
任
　
　
町
長
債

3
広
　
渡
∴
∴
輔
工
会
皮
質

4
今
市
買
∴
∴
親
日
生
命
賞

5
浅
　
木
　
　
　
ク

6
新
　
問
－
∴
∴
∴
〃

1
老
　
良
　
　
そ
ろ
っ
た
で
賞

8
東
∴
町
　
　
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
買

9
違
潰
川
　
ア
イ
デ
ア
・
員

9
血
生
津
∴
∴
舞
力
賞

更
生
保
護
事
業
資
金
の

お
礼

緋
を
犯
し
た
人
は
、
い
ろ
い
ろ
刑
鮒

を
受
け
そ
の
償
い
を
し
ま
す
が
、
ま
た

家
庭
に
帰
っ
て
社
会
人
と
し
て
生
活
す

る
間
に
、
再
び
過
ち
を
く
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
立
派
に
質
草
さ
せ
、
社
会

を
明
る
く
す
る
と
い
う
主
旨
に
ょ
り
、

資
金
援
助
を
お
賦
い
い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
皆
様
方
の
暖
い
ご
岬
助
に
よ
り

拠
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
資
金
を
遠

鎚
は
保
誰
司
会
へ
左
記
の
と
お
り
お
わ

た
し
い
た
し
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ます。グ

　

　

　

松

撮
一
∴
∴
一
事
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第
1
4
回
遠
賀
郡
民
体
育
大
会
関
か
る

8
月
2
6
日
水
巻
時
雨
中
主
校
に
於
て

溝
民
依
命
大
公
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
だ
よ
り

即
剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
暑
中
け

い
こ
か
8
月
6
日
か
ら
8
月
目
口
の
6

日
胸
囲
公
民
館
で
実
施
さ
れ
、
5
3
人
の

少
年
剣
士
が
汗
を
流
し
た
。
最
終
日
は

柴
田
町
長
、
柴
田
体
協
会
長
列
席
の
も

と
に
紅
白
試
合
が
行
な
わ
れ
本
小
学
生

の
邸
で
早
崎
寿
宏
君
（
6
年
）
中
学
生
－

陸
士
競
枝
は
、
本
年
中
半
日
も
参
加
し

て
橘
余
で
し
た
。
木
肌
関
係
分
2
位
ま

で
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
学
生
の
溝
へ
男
子
）
定
臨
跳
　
①
占

紡
浩
二
5
米
9
4
“
胸
九
段
　
G
石
松

香
文
1
2
米
4
7
・
′
女
子
し
一
〇
〇
米

⑥
鮎
水
千
鶴
子
1
4
秒
2
・
－
0
0

米
∴
Q
福
永
千
鶴
子
0
0
秒
4
・
四
〇

〇
米
リ
レ
ー
　
④
遠
賞
中
・
走
高
跳

e
溝
あ
け
み
1
米
4
0
・
砲
丸
技

の
渡
薄
志
伸
1
米
6
2

門
生
の
部
（
男
子
）
砲
丸
扱
　
④
矢
野

栄
治
9
米
6
7

一
般
の
部
（
卵
子
）
一
〇
〇
米
∴
⑪
案

和
徳
Ⅱ
秒
9
・
五
〇
〇
〇
米

⑪
潰
∴
次
弱
1
9
分
5
5
秒
5
・
八
〇
〇

米
リ
レ
ー
　
③
迷
賞
周
1
分
弘
秒
4

・
走
高
跳
　
③
木
原
　
彰
1
米
7
0
・

足
柄
跳
　
①
楽
　
和
徳
6
米
0
7
・

②
木
原
　
彰
6
米
0
0
・
一
段
桃
　
の

案
　
和
徳
1
3
米
4
3
・
②
木
原
　
彰

1
3
米
1
6
・
砲
丸
扱
一
用
品
崎
修
　
日

米
4
3

の
部
で
相
木
傑
岩
「
3
年
）
が
そ
れ
ぞ

れ
優
勝
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
町
因
で
申
球
ス
ポ
ー
ツ

少
年
聞
、
出
生
津
地
区
に
悲
葉
、
白
百

合
ス
ポ
ー
ツ
少
年
刷
・
浅
木
校
医
で
水

泳
ス
ポ
ー
ツ
少
串
間
が
羅
成
さ
れ
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
即
に
お
い
て
も
活
餓
し
て

お
り
ま
す
。

＝
者
に
も
の
け
ず
少
年
、
少
女
た
ら
は
几

気
い
っ
ぱ
い
フ
レ
ー
を
し
、
い
つ
れ
も

執
成
に
つ
ノ
＼
項
減
一
し
硝
－
リ
i
＝
子
中
－
星
リ

ー
．
、
、
吉
子
高
言
周
一
′
i
l
　
へ
ひ
＝
雷
占

、
ト
二
二
一
ノ
だ
月
々
‖
∵
－
毒
力
を
通
用

申
し
ー
げ
ま
十
。

成
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

弟
3
回
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

優
∴
勝
∴
∴
日
高

準
優
勝
。
∴
末
1

ヽ

格

∴

∴

．

、

　

　

　

　

　

i

L

－

i

 

i

　

　

　

　

　

′

i

－
⊥
i
当
i
ノ
ー
へ

ツ
∴
∴
日
出

準
優
鵬
。
∴
演
不
用

3
　
位
　
　
木
－
・
浅
水

福
岡
県
警
察
官
募
集

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
尾
崎
チ
ー
ム

少
年
、
少
女
球
技
大
会

炎
天
の
も
と
公
民
館
対
抗
邪
3
回
少

年
ノ
フ
ト
ポ
ー
ル
大
会
、
第
1
回
少
女

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
1
月
2
9
、
0
0
日

の
両
日
、
出
門
、
浅
木
、
連
中
の
グ
ラ

ン
ド
、
仏
前
館
で
槻
か
れ
ま
し
た
。
猛

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
広
波
チ
ー
ム

一
、
受
験
資
格

剛
和
2
1
葎
4
月
2
日
か
ら
3
1
年
4
月

l
日
ま
で
に
牛
ま
れ
た
男
子
。

∵
受
付
期
間

9
月
1
7
日
～
1
0
月
1
9
日
ま
で

第
一
次
試
験
　
1
0
月
2
8
日
（
日
、
“
l

－、その他

本
県
の
試
験
と
潤
一
日
時
、
同
一
場

所
に
お
い
て
次
の
各
部
胎
児
の
警
察

宮
の
拭
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す。東
京
都
／
啓
祝
日
＼
、
神
奈
川
県
、

愛
知
県
、
滋
費
県
、
京
都
府
、
大
阪

府
、
貢
両
県
、
奈
良
県

囲
、
問
合
せ
伍
及
び
申
込
用
紙
の
高
来

ハ
〒
掴
＼
－
柄
開
山
中
火
区
天
神

一
十
日
一
訴
－
号

柄
剛
県
啓
柴
本
都
督
務
謀
試
験
係

と
集
中
し
て
く
だ
さ
い
。

誓
梁
事
務
／
申
、
初
級
し
、
交
通

巡
視
月
（
女
子
）
　
の
試
験
も
別
に
実

施
さ
れ
ま
す
。
申
込
用
紙
の
離
求
先

に
つ
い
て
は
八
月
号
町
髄
を
こ
ら
ん

く
だ
さ
い
。

陸
上
自
衛
隊
婦
人
自
衛
官

志
願
案
内

1
　
受
付
期
間

来
る
九
月
一
－
〓
（
日
）
ま
で

2
　
応
募
資
格

3

T
E
L
（
0
9
2
）
㊥
1
2
2
3
1

（
内
線
　
2
2
3
3
・
2
5
6
6
・

2
2
4
9
）

※
　
郵
便
で
中
込
用
紙
を
翻
求
す
る
場
　
※

合
は
、
2
0
円
切
手
を
は
っ
た
宛
名
明

記
の
返
信
用
封
筒
を
同
封
の
う
え
、

「
警
察
官
試
験
受
験
由
込
目
星
鉦
求
」

冊
和
四
十
九
年
一
月
一
口
現
在
1
八

才
以
上
二
十
小
才
木
浦
の
日
本
国
鱈

を
有
す
る
女
手

識
験
期
日

昭
和
囲
－
八
年
1
月
六
日
　
ハ
ト
）
　
か

ら
－
月
八
日
ま
で
の
間
の
う
ち
指
定

す
る
－
〓

志
願
吉
敷
の
請
求
先

〒
…
∴
福
間
巾
中
央
区
域
内
ニ
ー
一

自
衛
隊
福
岡
地
方
週
給
都
募
集
課

T
E
L
　
（
剛
）
⑳
0
3
6
1

志
願
再
雑
の
郵
送
希
型
の
方
は
、

2
0
円
切
手
を
は
っ
た
宛
名
（
郵
便
番

号
も
記
入
の
こ
と
）
明
記
の
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
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毎月1日は交通安全の日第3日曜日は家庭の日

遠
賀
町
中
隼
田
第
一
土
地

区
画
整
理
事
業
計
画
書
の

続
叢
の
お
知
ら
せ

、
縦
覧
の
期
間

昭
和
4
8
年
9
月
1
2
日
か
ら

昭
和
4
8
年
9
月
鮪
日
ま
で

（
日
曜
・
祭
日
を
除
く
）

二
、
縦
覧
の
時
間

午
前
8
時
0
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で

三
、
縦
堀
の
場
所

避
費
町
役
場
企
画
寮
内

遠
賀
町
中
牢
固
第
一
土
地

区
画
整
理
組
合
事
務
所

－
9
豊
．
－
．
、
．
〝
－
．
－
．
．
。
。
“
－
“
e
“
－
“
！
き
．
8
－
．
－
s
l
l
“
‘
〝
．
」

m
　
「
家
出
人
等
を
さ
が
す
　
m

m
　
相
識
斬
」
の
開
設
に
つ
　
調

動いて　　　　ー

■
”
－
．
〝
．
”
〝
．
．
”
－
く
〟
．
－
1
．
．
．
－
と
．
．
！
．
．
－
．
．
！
〝
，
”
－
．
し

こ
の
た
び
、
北
九
州
市
轡
楽
部
に
お

い
て
「
家
出
人
等
を
さ
が
す
相
談
所
」

を
開
設
い
た
し
ま
す
。

こ
の
相
談
所
は
、
家
出
人
の
所
在
や

身
元
の
わ
か
ら
な
い
死
者
の
身
元
を
確

認
し
て
、
家
族
に
引
渡
す
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
く
も
の
で
、
県
内
は
も
ち
ろ

ん
全
国
各
地
で
発
見
さ
れ
た
身
元
の
わ

か
ら
な
い
死
者
等
の
写
典
や
記
録
を
そ

ろ
え
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
も
と
に
瀬
茶

す
る
ほ
か
、
寝
接
市
区
町
村
役
所
ま
た

は
啓
蒙
著
等
に
調
査
依
頼
し
て
、
そ
の

結
果
を
お
伝
え
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す。

家
族
や
知
人
で

0
　
家
出
し
た
ま
ま
行
方
の
わ
か
ら
な

い
人

○
　
家
出
後
音
信
も
な
く
、
死
亡
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
懸
念
さ
れ
る

人
な
ど
が
あ
っ
て
、
白
夜
心
配
さ
れ
て
お

ら
れ
る
方
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
相
談
に

お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
秘
蜜
は
固
く
守
り
ま
す
の
で

ど
う
か
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
日
時
　
九
月
二
十
五
日
（
火
）
か
ら

九
月
二
十
八
日
（
金
）
ま
で

毎
日
年
滴
9
時
5
0
分
か
ら
午

後
4
時
ま
で

○
助
所
　
小
倉
区
域
内
5
番
1
‥
勺

北
九
州
正
接
楽
部

O

T

E

L

…

・

（

川

）

・

1

1

1

1

”

（
内
線
3
7
6
）

「
も
え
な
い
ゴ
ミ
」
の

収
集
に
つ
い
て

生
ワ
ク
（
小
児
マ
ヒ
）

投
与
実
施
に
つ
い
て

九
月
の
心
配
ご
と
相
談
所
を
在
社
の

と
お
り
開
設
い
た
し
ま
す
か
ら
交
通
小

牧
、
家
庭
内
の
問
題
、
そ
の
他
日
頃
お

困
り
の
万
は
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
鮨
棚

で
す
か
ら
、
気
軽
に
相
談
さ
れ
ま
す
よ

う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

日
　
時
　
九
月
二
十
五
日
（
火
）

牛
後
一
時
～
四
時

場
∴
所
。
肌
公
民
館
（
広
間
）

相
談
員
　
民
生
委
員
、
大
硲
跳
遼
愛
．
口

供
雑
巾
、
仙

九
月
一
日
か
ら
「
も
え
な
い
ゴ
、
上

の
収
集
日
が
、
毎
月
第
二
土
噌
日
と
第

四
土
曜
日
に
変
更
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
「
も
え
な

い
ゴ
ミ
」
の
出
し
方
に
つ
い
て
は
、
組

合
指
定
の
ポ
リ
袋
又
は
肥
料
袋
、
米
袋

な
ど
に
入
れ
て
近
所
の
人
と
協
力
し
て

一
定
の
場
所
に
集
め
て
出
さ
れ
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

0
0
　
狂
犬
病
予
防
注
射
実
施
　
伽

…

に

つ

い

て

　

　

　

　

m

咽
和
4
8
年
度
秋
頼
狂
犬
病
予
防
注
射

を
水
沼
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

犬
を
飼
っ
て
い
る
人
は
か
な
ら
ず
受
け

て
下
さ
い
。

‖
山

一
、
実
施
日
時
及
び
場
所

十
月
一
日
／
月
）

1
0
時
～
日
時
5
0
分

血
生
津
公
民
館

1
3
時
3
0
分
～
1
5
時
5
0
分

浅
木
小
学
校
謝
登

十
月
二
日
‥
（
火
）

1
0
時
～
日
時
5
0
分

畠
門
小
学
校
講
堂

1
3
時
0
0
分
～
1
5
時
0
0
分

速
質
周
公
民
館

一
「
手
数
料

新
規
登
録
の
場
合
　
有
0
0
日

－
－
射
の
み
　
　
　
ー
0
0
日

「
、
n
H
i
　
時
　
十
月
三
日
（
水
）

1
3
時
～
1
4
時
受
付

1
4
時
－
1
5
時
技
卓

二
、
場
　
所
　
運
費
町
公
民
館
ホ
ー
ル

三
、
滋
当
者
　
生
後
三
ケ
月
～
十
八
ケ

月
の
乳
児
で
、
六
週
間
以
上
の
間

か
く
で
二
回
飲
ま
せ
る
。

注
　
意

用
∴
母
子
手
庇
と
印
か
ん
を
必
ず
持

っ
て
来
て
下
さ
い
。

㈲
　
予
防
接
稲
の
当
日
は
胡
休
航
を

測
っ
て
、
了
損
の
触
飯
状
態
を

潤
べ
て
来
て
ド
さ
い
。

寄

付

お

礼

次
の
力
か
ら
町
社
会
福
利
協
議
会
に

∪
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
直
し
上
げ
ま
す
。

．
、
香
典
返
し
と
し
て
金
一
対

敵
　
深
間
姿
秀
様

老
良
　
添
田
　
利
元
椴

「
一
般
脊
付
と
し
て
金
一
封

旧
伴
∴
駅
間
　
秀
次
蝦

．
、
・
；
、
′
千
・
I
I
．
・
．
．
1
．
・
l
1
、
・
、
一
・
I
I
・

求

人

案

内

－
′
㌧
　
′
ヽ
　
㌻
ヽ
′
．
．
．
、
′
ヽ
．
÷
●
l
〃
・
：
－
．
I
t
÷

求
　
人
（
一
）

1
　
職
帥
・
条
件
で

イ
　
運
搬
手
二
名
∴
涙
道
免
許
以
士

‥
月
給
七
力
～
十
万
出

口
　
刀
子
作
業
員
二
名
。
輪
才
ま
で

月
給
六
万
～
八
万
円

ハ
　
女
子
作
業
日
一
一
名
　
4
5
才
ま
で

月
給
五
万
日
以
－

そ
の
他

実
働
八
時
間
、
位
一
回
昇
給
、
賞
与

隼
二
同
、
社
会
保
険
制
度
あ
り

○
希
種
苗
は
融
態
再
を
振
出
し
て
く

だ
さ
い
。

求
人
光

岡
廟
母
野
胴
囲
・
ハ
六
の
∴

（
有
限
会
社
）

違
質
ゲ
ス
ト
セ
ン
タ
ー

T
E
L
－
、
0
9
3
2
8
1

2
　
●
　
O
l
1
8

求
　
人
（
二
）

職
郡
・
条
件
等

イ
　
女
子
事
務
員
　
．
名

1
8
才
－
3
5
才

月
給
三
万
八
千
円
以
上
年
令
、
純

激
化
よ
り
優
遇

口
　
女
子
朽
葉
川
　
田
－
∴
白
名

1
8
才
－
4
5
才

初
任
日
給
千
三
百
円
以
上
、
そ
の

他
努
力
手
当
、
皆
勤
手
当
、
通
勤

費
支
給

送
迎
も
行
な
い
ま
す
。

求
人
先

遊
覧
時
大
字
若
松
字
名
川

〓
進
化
ノ
子
隙
式
会
社

T

E

L

3

　

●

1

5

3

3


